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概要概要

 DDGSDDGS 栄養成分栄養成分

 乳牛への乳牛へのDDGSDDGS 給餌給餌

乳牛乳牛

仔牛、未経産牛および乾乳牛仔牛、未経産牛および乾乳牛

 現時点での推奨事項現時点での推奨事項
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はじめにはじめに

 トウモロコシを原料とするエタノール生産の増トウモロコシを原料とするエタノール生産の増
加に伴い、ディスティラーズ・グレイン・ウィズ・加に伴い、ディスティラーズ・グレイン・ウィズ・
ソリュブル（ソリュブル（DGSDGS）の供給も増加している）の供給も増加している

 DDGSDDGSは良質のタンパク質、エネルギー（脂は良質のタンパク質、エネルギー（脂
肪および発酵性炭水化物による）およびミネ肪および発酵性炭水化物による）およびミネ
ラル源として認知されるようになったラル源として認知されるようになった

 トウモロコシおよび大豆粕と比較して、トウモロコシおよび大豆粕と比較して、DGSDGS
は安価な代替原料であり、飼料コストを低減は安価な代替原料であり、飼料コストを低減
させるさせる

栄養成分栄養成分
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DDGSDDGSの栄養成分の栄養成分

栄養成分栄養成分

NRCNRC
（（19891989））

NRCNRC
（（20012001））

一般的な一般的な
範囲範囲

CPCP %% 乾物比乾物比 2525 29.729.7 2828--3232

RUPRUP % CP% CP比比 4747 可変可変 4747--5757

NDFNDF %% 乾物比乾物比 4444 38.838.8 2828--4444

ADFADF %% 乾物比乾物比 1818 19.719.7 1414--2424

脂肪脂肪 %% 乾物比乾物比 10.310.3 1010 1010--1515

デンプンデンプン %% 乾物比乾物比 …… …… 55--88

NENELL Mcal/kgMcal/kg 2.042.04 1.971.97 2.27*2.27*

*Birkelo, C.P. et al., 2004.

DDGSDDGSの栄養成分の栄養成分

栄養成分栄養成分
NRCNRC

（（19891989））
NRCNRC

（（20012001））
一般的な一般的な
範囲範囲

CaCa %% 乾物比乾物比 0.150.15 0.220.22 0.030.03--0.150.15

PP % CP% CP比比 0.710.71 0.830.83 0.600.60--0.950.95

MgMg %% 乾物比乾物比 0.180.18 0.330.33 0.300.30--0.350.35

KK %% 乾物比乾物比 0.440.44 1.101.10 0.700.70--1.101.10

SS %% 乾物比乾物比 0.330.33 0.440.44 0.300.30--0.800.80
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タンパク質タンパク質

 平均平均 30%30%粗タンパク質（粗タンパク質（CPCP）（乾物比））（乾物比）

 優れた第一胃非分解性タンパク質優れた第一胃非分解性タンパク質 （（RUPRUP）） 源源

 通常通常 はは5050 からから 55%55% （（CPCPに対する割合）であるが、こに対する割合）であるが、こ
の値はの値は60%60%を上回る場合があるを上回る場合がある

 タンパク質の品質タンパク質の品質

 新たな新たなDDGSDDGS ほど品質が優れているほど品質が優れている

 アミノ酸の中ではリジンが第一の制限要素アミノ酸の中ではリジンが第一の制限要素

 DDGSDDGS のタンパク質の品質は乳生産および乳組のタンパク質の品質は乳生産および乳組
成に影響を及ぼすか成に影響を及ぼすか??

繊維繊維

 NDF(NDF(中性デタージェント繊維）中性デタージェント繊維） –– 2828 からから 44%44%
（乾物比）（乾物比）

 有効繊維ではない有効繊維ではない

 粒径が小さい粒径が小さい

 第一胃での発酵性に優れている第一胃での発酵性に優れている

 DDGSDDGS の繊維は乳組成に影響を及ぼすかの繊維は乳組成に影響を及ぼすか??
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脂肪脂肪

 1010 からから 15%15%のの 脂脂肪肪

 トウモロコシの脂トウモロコシの脂肪肪

 高不飽和高不飽和 （（C18:2C18:2））

 第一胃機能への影響はあるか第一胃機能への影響はあるか??

 DDGSDDGS の脂の脂肪肪は乳脂肪組成に影響を及ぼすかは乳脂肪組成に影響を及ぼすか??

ミネラルミネラル

 著しく変動する可能性がある著しく変動する可能性がある

 リンリン –– 0.650.65 からから 0.9%.0.9%.

 リンは動物の体内で容易に消化吸収されるリンは動物の体内で容易に消化吸収される

 リンの無機質源を代替できるか？リンの無機質源を代替できるか？

 硫黄硫黄 –– 0.30.3 からから 0.80%.0.80%.
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エネルギーエネルギー

 DGSDGSのエネルギー価はのエネルギー価は??

 DGSDGS ののNENELL ((正味エネルギー）正味エネルギー）

 NRCNRC （（19891989）） = 2.04 Mcal/kg= 2.04 Mcal/kg

 NRCNRC （（20012001）） = 1.97 Mcal/kg= 1.97 Mcal/kg

 BirkeloBirkelo らら （（20042004））

 DGS NEDGS NELL = 2.27 Mcal/kg= 2.27 Mcal/kg、、 乾物比乾物比

 NRCNRC ははNENELL を過小評価しているを過小評価している –– 1010からから15%15%とするとする

何故成分は変動するのか？何故成分は変動するのか？

 数多くの要因が数多くの要因が DDGSDDGSの栄養成分変動に関係しての栄養成分変動に関係して
いる可能性があるいる可能性がある

 穀物の種類および品質穀物の種類および品質

 製粉および発酵プロセス製粉および発酵プロセス

 乾燥温度乾燥温度

 乾燥に先立ち、ウェット乾燥に先立ち、ウェットDGSDGSに戻すソリュブルの量に戻すソリュブルの量
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栄養成分栄養成分

乾物比（乾物比（%% ））

DDGDDG 対対 CDSCDSの割合の割合

100:0100:0 87:1387:13 73:2773:27 60:4060:40 CDSCDS11

CPCP 34.334.3 32.932.9 32.032.0 30.130.1 22.422.4

NDFNDF 40.240.2 37.437.4 34.634.6 30.830.8 5.65.6

脂肪脂肪 8.98.9 11.111.1 13.413.4 14.514.5 18.618.6

灰分灰分 2.42.4 3.43.4 4.64.6 5.85.8 11.611.6

PP 0.440.44 0.620.62 0.780.78 0.950.95 1.941.94

SS 0.530.53 0.670.67 0.780.78 0.920.92 1.661.66

RUPRUP % CP% CP比比 66.166.1 62.862.8 60.960.9 58.158.1 -- -- --

1濃縮ディスティラーズ・ソリュブル（CDS）.
出典: South Dakota State University.

何故成分は変動するのか？何故成分は変動するのか？

泌乳牛への泌乳牛へのDDGSDDGS給餌給餌泌乳牛への泌乳牛へのDDGSDDGS給餌給餌
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乳牛用飼料としての乳牛用飼料としての
DDGSDDGSに関する疑問に関する疑問

 DDGSDDGSはどの程度乳牛用飼料に配合できるのか？はどの程度乳牛用飼料に配合できるのか？

 DDGSDDGSを配合することによる乳組成への影響は？を配合することによる乳組成への影響は？

 乳脂肪乳脂肪 %%

 乳タンパク質乳タンパク質 %%

 DDGSDDGS配合に制限を加える給餌要因は配合に制限を加える給餌要因は??

DDGSDDGSの高配合の高配合

 HippenHippen らら （（20042004））

 飼料に飼料に00、、 1313、、 2727およびおよび 40%40%ののDDGSDDGSを配合したを配合した

 飼料は窒素等価ではない（飼料は窒素等価ではない（16.516.5 からから 18.9%18.9%）が、）が、 RDPRDP
（第一胃分解性タンパク質）（第一胃分解性タンパク質） は等価（は等価（10.7%10.7%）となるよう調）となるよう調
製。ただし、製。ただし、RUPRUP は増加（は増加（5.75.7 からから 8.2%8.2%））

 飼料内訳飼料内訳::
 粗飼料粗飼料43%43% ：濃厚飼料：濃厚飼料57%57%

 粗飼料粗飼料 –– トウモロコシ・サイレージトウモロコシ・サイレージ （（65%65%）：乾燥アルファルファ／）：乾燥アルファルファ／
乾草乾草 （（35%35%））



2009/5/26

9

項目項目

飼料中の飼料中のDDGSDDGSの割合（の割合（%%）、）、
乾物比乾物比

00 1313 2727 4040

SEMSEM
（標準誤差（標準誤差
平均値）平均値）

DMIDMI（乾物摂取量）（乾物摂取量）kg/dkg/d 26.926.9aa 29.929.9bb 26.726.7aa 25.125.1aa 1.61.6L,QL,Q

乳量乳量 kg/dkg/d 40.740.7aa 41.741.7aa 39.139.1abab 36.336.3bb 1.61.6LL

乳脂肪乳脂肪 %% 3.403.40aa 3.183.18bb 3.193.19bb 3.103.10bb 0.090.09LL

乳タンパク質乳タンパク質 %% 2.962.96 3.033.03 3.013.01 3.023.02 0.060.06

a,b異なる上付文字は差を示す （P < 0.05）.
L 1次処理効果（P < 0.05）.
Q 2次処理効果 （P < 0.05）.

DDGSDDGSの高配合の高配合

繊維源としての繊維源としてのDDGSDDGS

 CyriacCyriac らら （（20052005））

乳牛飼料中のトウモロコシ・サイレージを乳牛飼料中のトウモロコシ・サイレージをDDGSDDGS由由
来非粗飼料繊維来非粗飼料繊維00、、 77、、 1414 およびおよび 21%21% で置換したで置換した

 トウモロコシ・サイレージを非粗飼料トウモロコシ・サイレージを非粗飼料NDFNDFで置換すで置換す
ることにより、粗飼料ることにより、粗飼料 NDFNDFはは 25.025.0、、 21.721.7、、 18.318.3 おお
よびよび 14.9%14.9% に減少したに減少した

飼料中全飼料中全 NDFNDFの平均はの平均は 3030 ～～32% NDF32% NDFとなったとなった
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飼料原料飼料原料
飼料中の飼料中のDDGSDDGS の割合（の割合（%%）、）、

乾物比乾物比

項目項目 00 77 1414 2121

乾燥アルファルファ乾燥アルファルファ 1515 1515 1515 1515

トウモロコシ・サイレージトウモロコシ・サイレージ 4040 3333 2626 1919

粉砕トウモロコシ粉砕トウモロコシ 2525 2525 2525 2525

DDGSDDGS 00 77 1414 2121

大豆皮大豆皮 00 4.84.8 9.69.6 14.414.4

大豆粕大豆粕 9.49.4 6.86.8 4.14.1 1.51.5

ソイプラスソイプラス 6.46.4 4.94.9 3.33.3 1.81.8

MegalacMegalac
（第一胃非分解性脂肪飼料の商品名）（第一胃非分解性脂肪飼料の商品名）

2.12.1 1.41.4 0.70.7 00

ミネラルミネラル およびビタミンおよびビタミン 2.12.1 2.22.2 2.22.2 2.32.3

繊維源としての繊維源としてのDDGSDDGS

項目項目

飼料中の飼料中のDDGSDDGS の割合（の割合（%%）、）、
乾物比乾物比

00 77 1414 2121

SEMSEM
（標準誤差（標準誤差
平均値）平均値）

DMI kg/dDMI kg/d 19.319.3 20.620.6 21.521.5 22.822.8 0.800.80LL

総総 NDFI kg/dNDFI kg/d 5.85.8 6.36.3 6.66.6 7.37.3 0.250.25LL

粗飼料粗飼料 NDFI kg/dNDFI kg/d 4.84.8 4.54.5 3.93.9 3.43.4 0.160.16LL

L 1次処理効果 （P < 0.01）.
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項目項目

飼料中の飼料中のDDGSDDGS の割合（の割合（%%）、）、

乾物比乾物比
00 77 1414 2121 SEMSEM

乳量乳量 kg/dkg/d 32.932.9 33.433.4 33.933.9 34.034.0 1.31.3

乳脂肪乳脂肪 %% 3.343.34 3.253.25 3.043.04 2.852.85 0.080.08LL

乳タンパク質乳タンパク質 %% 2.822.82 2.902.90 2.932.93 3.043.04 0.050.05LL

MUNMUN（乳中尿素態窒素）（乳中尿素態窒素） mg/dlmg/dl 14.414.4 14.214.2 14.914.9 14.714.7 0.430.43

ECMECM（エネルギー補正乳）（エネルギー補正乳）/DMI/DMI 1.671.67 1.571.57 1.491.49 1.371.37 0.060.06LL

L 1次処理効果 （P < 0.01）.

繊維源としての繊維源としてのDDGSDDGS

デンプン代替源としてのデンプン代替源としてのDDGSDDGS

 RanathungaRanathunga らら （（20082008））

 トウモロコシ・デンプンをDDGS由来非粗飼料繊
維で置換し、乳生産量、乳組成、飼料摂取量およ
び泌乳牛の飼料効率を評価した

基本飼料はトウモロコシ・サイレージトウモロコシ・サイレージ27%27% 、乾燥、乾燥
アルファルファアルファルファ 22%22% および濃厚飼料および濃厚飼料49%49% としたとした



2009/5/26

12

飼料原料飼料原料

項目項目

飼料中のデンプンの割合（飼料中のデンプンの割合（%%）、）、

乾物比乾物比

2929 2626 2323 2020

トウモロコシ・サイレージトウモロコシ・サイレージ 27.027.0 27.027.0 27.027.0 27.027.0

乾燥アルファルファ乾燥アルファルファ 22.022.0 22.022.0 22.022.0 22.022.0

粉砕トウモロコシ粉砕トウモロコシ 35.035.0 29.329.3 23.623.6 17.917.9

SBM 44%SBM 44% 4.54.5 3.23.2 1.91.9 0.60.6

ソイプラスソイプラス 8.48.4 5.65.6 2.82.8 0.00.0

DDGSDDGS 0.00.0 7.07.0 14.014.0 21.021.0

大豆皮大豆皮 0.00.0 3.23.2 6.46.4 9.69.6

Energy BoosterEnergy Booster 1.41.4 1.01.0 0.70.7 0.40.4

ミネラルミネラル およびおよび
ビタミン・ビタミン・ ミックスミックス

1.71.7 1.71.7 1.71.7 1.71.7

デンプン代替源としてのデンプン代替源としてのDDGSDDGS

項目項目

飼料中のデンプンの割合（飼料中のデンプンの割合（%%）、）、

乾物比乾物比
2929 2626 2323 2020 SEMSEM

DMI kg/dDMI kg/d 25.625.6 25.025.0 23.423.4 22.922.9 0.720.72LL

乳量乳量 kg/dkg/d 39.439.4 37.437.4 37.737.7 38.338.3 1.031.03

乳脂肪乳脂肪 %% 3.143.14 3.223.22 3.293.29 3.243.24 0.110.11

乳タンパク質乳タンパク質 %% 2.972.97 2.962.96 3.013.01 2.942.94 0.040.04

MUNMUN （乳中尿素態窒素）（乳中尿素態窒素） mg/dLmg/dL 11.711.7 12.212.2 11.611.6 12.212.2 0.380.38

ECMECM （エネルギー補正乳）（エネルギー補正乳） /DMI/DMI 1.471.47 1.471.47 1.541.54 1.611.61 0.060.06LTLT

L 1次処理効果（P < 0.01）
LT 1次処理効果（P < 0.10）
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タンパク質源としてのタンパク質源としてのDDGSDDGS

 直近の研究では、タンパク質源および直近の研究では、タンパク質源およびRUPRUP代替源と代替源と
してのしてのDGSDGSの分析が行われたの分析が行われた

 大豆粕（大豆粕（SBMSBM）または）またはSBMSBMとトウモロコシとの組みとトウモロコシとの組み
合わせを置換した合わせを置換した

RUPRUP源としての源としてのDDGSDDGS

 PampPamp らら （（20062006年）年）

乾燥乾燥DGDGと大豆タンパク質との比較、泌乳牛用飼と大豆タンパク質との比較、泌乳牛用飼
料の料のRUPRUP源としてまた源としてまたRUPRUP配合率の及ぼす影響配合率の及ぼす影響
を調べたを調べた

 SBMSBM （（44%44%）、圧搾大豆粕、押出成形大豆およ）、圧搾大豆粕、押出成形大豆およ
び大豆皮の組み合わせをび大豆皮の組み合わせをDGSDGSで置換したで置換した

基本飼料は基本飼料は トウモロコシ・サイレージトウモロコシ・サイレージ38.5%38.5% 、乾、乾
燥アルファルファ燥アルファルファ16.5%16.5%および濃厚飼料および濃厚飼料 45%45%としとし
たた



2009/5/26

14

飼料原料（飼料原料（%%）） 乾物ベース乾物ベース
飼料

原料 対照 MPS
(Medium

Protein Soy
diet)

MPD
(Medium
Protein

DDGS diet)

HPS
(High

Protein Soy
diet)

HPD
(High Protein
DDGS diet)

トウモロコシ・サイレージ 38.5 38.5 38.5 38.5 38.5

乾燥アルファルファ 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5

DDGS 0 0 11.0 0 22.0

粉砕トウモロコシ 23.4 21.6 18.0 20.0 12.6

SBM 44% 6.3 4.5 4.0 2.8 1.8

ソイプラス 0 6.0 3.2 11.7 6.4

押出豆類 5.0 5.0 2.5 5.0 0

大豆皮 8.0 5.4 4.1 3.2 0

ビタミン／ミネラル・ミックス 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3

タンパク質組成（タンパク質組成（%%）） 乾物比乾物比

飼料

栄養素1 対照 MPS MPD HPS HPD

CP 15.3 16.8 16.8 18.3 18.3

RDP 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0

RUP 5.3 6.8 6.8 8.3 8.3
1目標値はNRC 2001に基づいて算出
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配合が配合が 飼料摂取量飼料摂取量(DMI)(DMI)にに
及ぼす影響及ぼす影響

20

21

22

23

24

対照 MPS MPD HPS HPD

D
M

I
k

g
/d

21.6 21.3 22.5 22.8 22.6

対照飼料 vs 添加 RUP P = 0.19
DG vs 大豆 P = 0.25
タンパク質レベル P = 0.07

配合が乳量に及ぼす影響配合が乳量に及ぼす影響

30

32

34

36

対照 MPS MPD HPS HPD

乳
量

k
g

/d

31.1 32.3 34.2 33.7 34.8

対照飼料 vs 添加 RUP P = 0.001
DG vs 大豆 P = 0.03
タンパク質レベル P = 0.12
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配合が乳脂肪割合に及ぼす影響配合が乳脂肪割合に及ぼす影響

3

3.2

3.4

3.6

3.8

4

対照 MPS MPD HPS HPD

乳
脂

肪
%

3.55 3.48 3.54 3.47 3.47

対照飼料 vs 添加RUP P = 0.45
DG vs 大豆P = 0.69
タンパク質レベル P = 0.61

配合が乳タンパク質割合に及ぼす影配合が乳タンパク質割合に及ぼす影
響響

2.7

2.75

2.8

2.85

2.9

対照 MPS MPD HPS HPD

乳
タ
ン
パ

ク
質

%

2.82 2.79 2.84 2.81 2.86

対照飼料 vs 添加 RUP P = 0.64
DG vs 大豆 P = 0.01
タンパク質レベル P = 0.30
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配合が配合が MUNMUN（乳中尿素態窒素）（乳中尿素態窒素）
に及ぼす影響に及ぼす影響

10

12

14

16

18

20

対照 MPS MPD HPS HPD

M
U

N
m

g
/d

l

12.9 15.0 15.3 18.1 17.7

配合飼料 vs 添加 RUP P = 0.001
DG vs 大豆 P = 0.82
タンパク質レベル P = 0.001

脱脂脱脂 DGSDGSの配合の配合

 MjounMjoun らら （（20082008））

同様の飼料中同様の飼料中CPCP（粗タンパク質）濃度で、脱脂（粗タンパク質）濃度で、脱脂
（ローファット）（ローファット）DDGSDDGS （（dDGSdDGS）の）の 乳牛飼料配合乳牛飼料配合
について調べたについて調べた

 SBMSBM （（44%44%）、圧搾大豆粕および大豆皮の組み）、圧搾大豆粕および大豆皮の組み
合わせを合わせをdDGSdDGS で置換したで置換した

基本飼料はトウモロコシ・サイレージ基本飼料はトウモロコシ・サイレージ 38%38% 、乾燥、乾燥
アルファルファアルファルファ 12%12% および濃厚飼料および濃厚飼料 50%50% としたとした
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飼料組成飼料組成

原料原料 対照対照
10%10%

dDGSdDGS
20%20%

dDGSdDGS
30%30%

dDGSdDGS

トウモロコシ・サイレージトウモロコシ・サイレージ 38.038.0 38.038.0 38.038.0 38.038.0

乾燥アルファルファ乾燥アルファルファ 12.012.0 12.012.0 12.012.0 12.012.0

粉砕トウモロコシ粉砕トウモロコシ 17.617.6 17.317.3 16.816.8 16.316.3

脱脂 DDGS 0.0 10.0 20.0 30.0

大豆粕大豆粕 44%44% 8.18.1 5.35.3 2.72.7 0.00.0

圧搾大豆粕圧搾大豆粕 9.39.3 6.26.2 3.13.1 0.00.0

大豆皮大豆皮 12.012.0 8.08.0 4.04.0 0.00.0

Energy BoosterEnergy Booster 0.440.44 0.620.62 0.840.84 0.980.98

ビタミンおよびミネラルビタミンおよびミネラル** 2.002.00 2.072.07 2.132.13 2.212.21

* 石灰、第2リン酸カルシウム、塩、酸化マグネシウム、ビタミン・プレミックスを含む

脱脂脱脂 DGSDGSの配合の配合

項目項目

dDGSdDGSの配合率（の配合率（%%）） 乾物比乾物比

00 1010 2020 3030 SEMSEM

DMI kg/dDMI kg/d 22.722.7 22.922.9 24.524.5 22.222.2 0.840.84

乳量乳量 kg/dkg/d 34.534.5 34.834.8 35.535.5 35.235.2 0.620.62

乳脂肪乳脂肪 %% 3.183.18 3.403.40 3.463.46 3.723.72 0.180.18LL

乳タンパク質乳タンパク質 %% 2.992.99 3.063.06 3.133.13 2.992.99 0.040.04QQ

MUNMUN mg/dLmg/dL 15.815.8 14.614.6 13.713.7 13.013.0 0.420.42LL

ECM/DMIECM/DMI 1.461.46 1.521.52 1.471.47 1.631.63 0.050.05LL

L 1次処理効果（P < 0.05）.
Q 2次処理効果（P < 0.05）.
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どの程度DDGSを
給餌できるか？

メタ分析メタ分析

 9696種の配合から成る種の配合から成る2323件の試験を比較件の試験を比較

 19821982 年から年から20052005年の試験年の試験
 8080年代年代: 14: 14種の配合から成る種の配合から成る55件の試験比較件の試験比較

 9090年代年代: 41: 41種の配合から成る種の配合から成る88件の試験比較件の試験比較

 0000年代年代: 41: 41種の配合から成る種の配合から成る1010件の試験比較件の試験比較

ディスティラーズ・グレインの配合を評価したすべディスティラーズ・グレインの配合を評価したすべ
ての試験を考察したての試験を考察した

 目的はディスティラーズ・グレインの給餌が目的はディスティラーズ・グレインの給餌がDMIDMI、乳、乳
量、乳脂肪およびタンパク質組成に及ぼす影響を見量、乳脂肪およびタンパク質組成に及ぼす影響を見
極めることであった極めることであった
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乾物摂取量乾物摂取量 kg/dkg/d

DGSDGS配合率配合率 ドライドライ ウェットウェット すべてすべて

0%0% 23.523.5cc 20.920.9bb 22.222.2bb

44 -- 10%10% 23.623.6bcbc 23.723.7aa 23.723.7aa

1010 -- 20%20% 23.923.9abab 22.922.9abab 23.423.4abab

2020 -- 30%30% 24.224.2aa 21.321.3abab 22.822.8aa

> 30%> 30% 23.323.3bcbc 18.618.6cc 20.920.9bcbc

SEMSEM（標準誤差平均値）（標準誤差平均値） 0.80.8 1.31.3 0.80.8

（（Meta analysis, Kalscheur 2005Meta analysis, Kalscheur 2005））

乳生産量、乳生産量、 kg/dkg/d

DGSDGS配合率配合率 ドライドライ ウェットウェット すべてすべて

0%0% 33.233.2 31.431.4 33.033.0

44 -- 10%10% 33.533.5 34.034.0 33.433.4

1010 -- 20%20% 33.333.3 34.134.1 33.233.2

2020 -- 30%30% 33.633.6 31.631.6 33.533.5

> 30%> 30% 32.232.2 31.631.6 32.232.2

SEMSEM 1.51.5 2.62.6 1.41.4

（（Meta analysis, Kalscheur 2005Meta analysis, Kalscheur 2005））
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乳組成乳組成 %%

DGSDGS配合率配合率 脂肪脂肪 %% タンパク質タンパク質 %%

0%0% 3.393.39 2.952.95aa

44 -- 10%10% 3.433.43 2.962.96aa

1010 -- 20%20% 3.413.41 2.942.94aa

2020 -- 30%30% 3.333.33 2.972.97aa

> 30%> 30% 3.473.47 2.822.82bb

SEMSEM 0.080.08 0.070.07

（（Meta analysis, Kalscheur 2005Meta analysis, Kalscheur 2005））

十分な有効繊維を給餌しない場合に十分な有効繊維を給餌しない場合に
限り脂肪減少限り脂肪減少 （（%%））

飼料中の粗飼飼料中の粗飼
料の割合（料の割合（%%））

LSLS 平均平均
（最小（最小22乗平均）乗平均）

（（%%））
反応反応
（（%%）） PP <<

< 50%< 50% 3.213.21bb --

50%50% 3.503.50aa 0.2870.287 0.010.01

> 50%> 50% 3.453.45aa 0.2390.239 0.010.01

(Meta analysis, Kalscheur 2005)(Meta analysis, Kalscheur 2005)
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若齢牛および乾乳牛ではどうか？

仔牛および未経産牛のための仔牛および未経産牛のための
DDGSDDGS

 仔牛仔牛

 離乳飼料では離乳飼料では28%28%およびおよび56%56% のの
割合で、穀物およびタンパク質サプ割合で、穀物およびタンパク質サプ
リメントを問題なく置換することがリメントを問題なく置換することが
できたできた

 成長期の未経産乳牛成長期の未経産乳牛

 飼料の飼料の2020からから 30%30% までまでDDGSDDGSを配合することが可能であるを配合することが可能である

 必要とされる栄養素のバランスを維持し、必要とされる栄養素のバランスを維持し、エネルギーのエネルギーの必要量必要量
を満たしかつ摂取を制限して必要量超過を防ぐために、飼料中を満たしかつ摂取を制限して必要量超過を防ぐために、飼料中
の粗飼料の割合を引き上げるの粗飼料の割合を引き上げる

 エネルギーの過剰給餌は過剰な体重増につながる可能性がエネルギーの過剰給餌は過剰な体重増につながる可能性が
あるある
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乾乳牛のための乾乳牛のためのDDGSDDGS

 低栄養飼料（粗飼料等）と低栄養飼料（粗飼料等）と
のバランスが取れる場合にのバランスが取れる場合に
は、は、DDGSDDGS は低率は低率（（10%10%））
での配合が可能であるでの配合が可能である

 乾乳期の牛への過剰な給乾乳期の牛への過剰な給
餌は避けなければならない餌は避けなければならない

現時点での推奨事項現時点での推奨事項

 栄養成分はプラントによって、また、同一プラント内栄養成分はプラントによって、また、同一プラント内
でも異なることがあるでも異なることがある –– 栄養成分を確認すること栄養成分を確認すること

 濃縮ディスティラーズ・ソリュブル濃縮ディスティラーズ・ソリュブル（（CDSCDS））の添加の添加
次第で、ディスティラーズ（ウェットまたはドライ）の栄次第で、ディスティラーズ（ウェットまたはドライ）の栄
養成分が大幅に変化することがある養成分が大幅に変化することがある

 泌乳牛用飼料には高品質泌乳牛用飼料には高品質DDGSDDGSをを 20%20%までまで 配合配合
できる可能性があるできる可能性がある
 飼料には十分な有効繊維を配合しなければならない飼料には十分な有効繊維を配合しなければならない

 リジンの量が適切になるよう注意することリジンの量が適切になるよう注意すること

 リンは飼料のリンは飼料の 0.380.38 からから 0.40%0.40% を超えてはならないを超えてはならない
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現時点での推奨事項現時点での推奨事項

 20%20%を上回るを上回るDDGSDDGSを飼料に配合することは可能を飼料に配合することは可能
であるが、有効繊維を十分に給餌し第一胃機能をであるが、有効繊維を十分に給餌し第一胃機能を
正常に保ち、乳脂肪の低下を防がなければならな正常に保ち、乳脂肪の低下を防がなければならな
いい

 一般に、一般に、30%30% を超えてを超えてDDGSDDGSを飼料に配合すると、を飼料に配合すると、
成績が低下する結果となる成績が低下する結果となる

DDGSDDGSのウェブサイトのウェブサイト

 SDSUSDSU ウェブサイトの酪農情報：ウェブサイトの酪農情報：
http://dairysci.sdstate.edu/publications/topic.cfmhttp://dairysci.sdstate.edu/publications/topic.cfm トト
ピックメニューから「ディスティラーズ・グレイン」を選択ピックメニューから「ディスティラーズ・グレイン」を選択

 電子メールアドレス：電子メールアドレス：
kenneth.kalscheur@sdstate.edukenneth.kalscheur@sdstate.edu
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有り難うございました


